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試験での ISSF の変化について述べた． 
第２章では，ガラス繊維強化複合材料(Glass/Epoxy)の引抜試験について，繊維と母
材の界面に生じる 2 つの異なる特異応力場に注目し，埋め込み端部(点 A*)と繊維入口





長いとき，点 E*が点 A*より壊れやすいことを明らかにした． 
第３章では，ガラス繊維強化複合材料(Glass/Epoxy)のマイクロボンド試験における，
繊維退出部(点 A)および繊維入口部(点 E) の ISSF について述べた． マイクロボンド
試験における，繊維入口部(点 E)での ISSF は，同じ繊維寸法における第 2 章で述べて
いる引抜試験の繊維入口部(点 E*)の ISSF と比較できる．その結果，埋込部長さが ISSF
に与える影響はマイクロボンド試験でも引抜試験と同様の傾向を示すことを明らかに
した．また，引抜試験の ISSF はいずれの埋込部長さにおいてもマイクロボンド試験の












化複合材料(Carbon/Epoxy)の場合，引抜試験の ISSF はマイクロボンド試験の ISSF の






































る，繊維入口部での ISSF は，同じ繊維寸法における第 2 章で述べている引抜試験の繊
維入口部の ISSF と直接比較可能である．その比較の結果，埋込部長さが ISSF に与え
る影響は，マイクロボンド試験と引抜試験で同様の傾向を示すことを明らかにしている．

























ボンド試験の ISSF の比が約 6 割程度になる理由等について詳細な質問がなされたが，
いずれも適切な回答がなされた． 
以上により，論文調査及び最終試験の結果に基づき審査委員会において慎重に審査し
た結果，本論文が，博士（工学）に十分値するものであると判断した． 
